
薬 学 生 新 聞

　薬学教育が６年制に移行し、３回目
となる薬剤師国家試験（99回）が、３
月１、２の両日で実施されます。１回
目の６年制の薬剤師国家試験（97回）
に比べて、２回目の98回は「考える力」を問う問
題や「問題抽出」「解釈」「解決能力」を問う問題が
多く、難易度の高い試験であったと言えます。総合
格率79.1％と97回より低くなり、知識問題（暗記）
だけでは合格できない試験となっていました。
　第99回薬剤師国家試験も同じ傾向での出題にな
ると予想され、「基礎力」「考える力」「問題解決能力」の３本の軸での出
題と考えると、難易度の低下は考えにくく、難しくなる可能性もあります。
　今回は、第99回薬剤師国家試験に向けた「最終チェック」として、合
格を勝ち取る直前期の取り組みや、これだけは勉強してほしいポイントを
紹介します。

　改めて、薬剤師国家試験の出題区分
と出題数、合格基準、試験時間を確認
していきましょう。

①合格基準

　試験の出題は厚生労働省から出され
た「薬剤師国家試験出題基準」に沿っ
た内容で出題されます。出題基準が記
載されている参考書を用いてくださ
い。必須問題90題と一般問題255題
の合計345題の出題です。試験領域は、
「物理・化学・生物」「衛生」「薬理」「薬
剤」「病態・薬物治療」「法規・制度・
倫理」「実務」の７領域です。
　合格基準は、（表１）で示すように『全
問題への配点の65％以上』『必須問題
は、全問題への配点の70％以上、か
つ各領域の配点の50％以上（足切り）』
『一般問題は、各領域の配点の35％以
上（足切り）』となっています。足切
りがなく225問以上の正解を受験生は
目指す必要があります。
　よく受験生から質問があるのは、「物
理だけで足切りにはなりますか？」と
いうことです。化学も生物も同様です
が、「物理・化学・生物」という３科
目で１領域になりますので、物理だけ
で足切りになることはありません。
　また、各領域の出題数は（表１）で
示すように医療系（「薬理」「薬剤」「病
態・薬物治療」「実務」）が215題であ
り、そのうち「実務」の出題は95題で、

５年次から始まる「長期実務実習」の
成果を確認する問題が多く含まれてい
ます。このように６年制の国家試験は、
実際の医療現場で直面する問題などに
特化したものであることが分かりま
す。直前期は、出題数も多い医療系を
中心に力を入れていくことが良いでし
ょう。

②試験時間を確認する

　試験は、領域別に行うのではなく、
薬学全領域を出題の対象として、「必
須問題」と「一般問題」とに分け、さ
らに一般問題を「薬学理論問題」と「薬
学実践問題」とした３区分で実施され

第99回薬剤師国家試験本番直前講座
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ます。
　受験生の皆様に聞いてみたいのは、
「いつまでが勉強時間だと思います
か？」です。「国家試験前日まで」で
しょうか、「１日目の始まるまで」で
しょうか。いいえ、違います。「２日
目の最後の試験で、試験監督が筆記用
具以外をしまってください」といわれ
るまでが勉強時間です。
　（表２）に示すように、それぞれの

休み時間には何を勉強するか、試験当
日に持参する教材等は何にするかを決
めておきましょう。最後の最後に『コ
コだけは必ず見る！』という“範囲”を
用意しておくと良いでしょう。最後ま
で諦めないことが重要です。
　次に、１問あたりにかけられる時間
ですが、「必須問題」は１問１分、「一
般問題」は１問2.5分で解く時間配分
です。つまり、必須問題は５肢択一の
やさしい問題ですが、一般問題は、暗
記だけでなく理解力を必要とする問題
が出題されることが分かります。
　さらに言うと、初めて見た計算問題
や化学の反応などを１問2.5分以内に
解くのは難しい受験生もいらっしゃる
ことでしょう。私が物理と薬剤を担当
していることもあり、直前期の学生に
言うのは『計算問題は最後に解きまし
ょう』です。
　文章問題も計算問題も同じ１問で
す。他には『薬剤の計算で時間を使い
たいならば、薬理を早く解く意識を日
頃から持ちましょう』です。そうする
ことで計算問題を考えることや見直し
などに時間を費やすことができます。
どの試験時間にどの領域が出題される

「薬剤師国家試験の概要」から見える合格のポイント
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